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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結
累計期間

第54期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 13,179,768 12,878,280 17,459,961

経常利益 （千円） 774,635 586,880 1,053,398

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 515,558 378,839 685,288

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 517,959 377,030 680,362

純資産額 （千円） 7,467,086 7,839,923 7,597,135

総資産額 （千円） 10,746,788 10,974,555 10,591,147

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 148.17 110.24 197.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.5 71.4 71.7

 

回次
第54期

第３四半期連結
会計期間

第55期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　10月１日
至平成30年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 48.56 50.27

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、地震、台風等の自然災害が相次いだ影響はあるものの、企

業収益や雇用環境の改善等により、緩やかな回復基調が続きました。

しかしながら、米国の強硬な通商・外交政策による貿易摩擦の拡大懸念やＥＵ諸国の政治動向、地政学的リスク

の高まり等から、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、相次ぐ地震や台風等の災害の影響により，公共工

事、住宅建設及び観光は減少しているものの、個人消費は持ち直しの動きがみられ、雇用情勢は着実に改善してお

ります。

医療業界におきましては、増加し続ける医療費を背景に医療制度の改革が進められており、診療報酬の改定によ

る技術料及び薬価の引き下げの影響等、当社グループを取り巻く経営環境の厳しさは継続しております。

このような状況の下、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、継続的な企業

価値の向上を実現すべく、各事業において新規顧客の獲得や新規調剤薬局店舗の開局、サービス品質の向上に努め

ると共に、引き続き経費効率を重視した収益基盤の強化に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高12,878百万円（前年同期比2.3％減）、営業利益568百万

円（同24.4％減）、経常利益586百万円（同24.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益378百万円（同26.5％

減）と減収減益になりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

臨床検査事業

臨床検査事業におきましては、全般的に顧客との取引が堅調に推移したことに加え、新規に顧客を獲得したこ

とから、売上高4,403百万円（同2.6％増）、セグメント利益259百万円（同12.9％増）と前年同期を上回りまし

た。

調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、新規に調剤薬局を２店舗開局しましたが、診療報酬の改定により技術料及び薬

価の引き下げの影響から、売上高7,799百万円（同5.3％減）、セグメント利益523百万円（同31.8％減）と売

上、利益共に前年同期を下回りました。

医療機器販売・保守事業

医療機器販売・保守事業におきましては、福祉用具の販売・貸与が前年同期を上回りましたが、大型備品の販

売が前年同期を下回ったことから、売上高591百万円（同0.1％減）とほぼ前年と同水準となりましたが、セグメ

ント利益２百万円（前年同期はセグメント損失０百万円）と前年同期を上回りました。

その他の事業

臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高84百万円（前年同期比54.0％増）、セ

グメント利益66百万円（同74.8％増）になりました。

②財政状態

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は7,808百万円となり、前連結会計年度末に比べ398百万円増加

（前連結会計年度末比5.4％増）いたしました。これは主に商品が241百万円、現金及び預金が120百万円それぞれ

増加したことによるものであります。固定資産は3,166百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円減少（同

0.5％減）いたしました。これは主に建物及び構築物が107百万円、投資有価証券が35百万円それぞれ増加しました

が、工具、器具及び備品が76百万円、建設仮勘定が74百万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、総資産は10,974百万円となり、前連結会計年度末に比べ383百万円増加（同3.6％増）いたしました。
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（負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は2,870百万円となり、前連結会計年度末に比べ141百万円増加

（同5.2％増）いたしました。これは主に未払法人税等が201百万円、賞与引当金が84百万円それぞれ減少しました

が、支払手形及び買掛金が358百万円増加したことによるものであります。固定負債は263百万円となり、前連結会

計年度末に比べ１百万円減少（同0.5％減）いたしました。これは主に長期未払金が４百万円、リース債務が３百

万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は3,134百万円となり、前連結会計年度末に比べ140百万円増加（同4.7％増）いたしまし

た。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は7,839百万円となり、前連結会計年度末に比べ242百万円増加（同

3.2％増）いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益378百万円及び剰余金の配当38百万円によ

るものであります。

この結果、自己資本比率は71.4％となり、前連結会計年度末比0.3ポイント下回りました。

また、１株当たり純資産は2,290円16銭となり、前連結会計年度末比96円08銭増加いたしました。

(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、臨床検査事業における札幌医科大学

との共同研究費用であり７百万円であります。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,216,000 4,216,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 4,216,000 4,216,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備
金増減額
（千円）

資本準備
金残高
（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 4,216,000 － 983,350 － 1,015,270

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   792,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,422,800 34,228 －

単元未満株式 普通株式　　　　600 － －

発行済株式総数           4,216,000 － －

総株主の議決権 － 34,228 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式98株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計　（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

札幌臨床検査センター株

式会社

札幌市中央区北５条

西18丁目９番地１
792,600  792,600 18.80

計 － 792,600  792,600 18.80

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,056,776 4,176,797

受取手形及び売掛金 2,767,112 2,767,828

商品及び製品 464,636 705,881

仕掛品 7,742 8,036

原材料及び貯蔵品 56,626 75,145

その他 89,189 100,409

貸倒引当金 △31,883 △25,875

流動資産合計 7,410,199 7,808,222

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,075,665 2,199,678

減価償却累計額 △1,296,462 △1,312,846

建物及び構築物（純額） 779,203 886,831

機械装置及び運搬具 36,673 41,261

減価償却累計額 △33,211 △35,169

機械装置及び運搬具（純額） 3,461 6,091

工具、器具及び備品 2,767,694 2,791,704

減価償却累計額 △2,333,265 △2,434,201

工具、器具及び備品（純額） 434,429 357,502

土地 1,052,372 1,042,844

リース資産 65,040 60,537

減価償却累計額 △29,406 △28,238

リース資産（純額） 35,633 32,298

建設仮勘定 74,320 －

有形固定資産合計 2,379,421 2,325,569

無形固定資産   

その他 83,894 62,045

無形固定資産合計 83,894 62,045

投資その他の資産   

投資有価証券 132,901 168,685

長期前払費用 32,413 31,126

差入保証金 252,121 258,991

繰延税金資産 172,057 176,246

その他 145,177 160,757

貸倒引当金 △17,040 △17,090

投資その他の資産合計 717,631 778,717

固定資産合計 3,180,947 3,166,332

資産合計 10,591,147 10,974,555
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 2,066,895 ※ 2,425,088

リース債務 10,831 10,715

未払法人税等 241,970 40,570

賞与引当金 114,997 30,049

未払金 99,660 76,319

資産除去債務 2,900 －

その他 191,886 288,228

流動負債合計 2,729,142 2,870,972

固定負債   

リース債務 29,229 25,908

役員退職慰労引当金 68,165 73,990

退職給付に係る負債 19,548 20,545

長期未払金 140,994 136,547

資産除去債務 2,000 2,000

その他 4,930 4,668

固定負債合計 264,869 263,659

負債合計 2,994,012 3,134,632

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 6,109,905 6,450,656

自己株式 △537,007 △633,162

株主資本合計 7,571,518 7,816,114

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 25,617 23,808

その他の包括利益累計額合計 25,617 23,808

純資産合計 7,597,135 7,839,923

負債純資産合計 10,591,147 10,974,555
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 13,179,768 12,878,280

売上原価 9,115,426 8,975,934

売上総利益 4,064,341 3,902,346

販売費及び一般管理費 3,312,510 3,333,982

営業利益 751,831 568,363

営業外収益   

受取利息 531 401

受取配当金 2,958 4,890

受取賃貸料 34,097 37,446

その他 19,940 19,907

営業外収益合計 57,527 62,645

営業外費用   

支払利息 1,141 1,184

賃貸収入原価 32,896 34,970

その他 686 7,973

営業外費用合計 34,723 44,129

経常利益 774,635 586,880

特別利益   

固定資産売却益 1,233 460

特別利益合計 1,233 460

特別損失   

固定資産売却損 － 1,799

固定資産除却損 581 749

会員権評価損 － 50

減損損失 1,737 11,158

特別損失合計 2,318 13,757

税金等調整前四半期純利益 773,549 573,582

法人税等 257,991 194,743

四半期純利益 515,558 378,839

親会社株主に帰属する四半期純利益 515,558 378,839
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 515,558 378,839

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,401 △1,808

その他の包括利益合計 2,401 △1,808

四半期包括利益 517,959 377,030

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 517,959 377,030

非支配株主に係る包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

支払手形 20,270千円 24,409千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 251,006千円 228,124千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　１．配当金支払額

 
（決議）

株式種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 34,794 10 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　１．配当金支払額

 
（決議）

株式種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月26日

定時株主総会
普通株式 38,088 11 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成30年６月26日開催の取締役会決議に基づく自己株式39,200株の取得及び単元未満株式59株の買

取りを行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が96,154千円増加し、当第３四半

期連結会計期間末において自己株式が633,162千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,293,391 8,239,930 591,799 13,125,121 54,646 13,179,768

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 468,238 468,238 883 469,122

計 4,293,391 8,239,930 1,060,038 13,593,360 55,530 13,648,890

セグメント利益又は損失

（△）
229,761 767,713 △896 996,578 37,982 1,034,560

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 996,578  

「その他」の区分の利益 37,982  

セグメント間取引消去 13,361  

全社費用（注） △296,091  

四半期連結損益計算書の営業利益 751,831  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日 至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,403,079 7,799,981 591,086 12,794,146 84,133 12,878,280

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 476,145 476,145 607 476,753

計 4,403,079 7,799,981 1,067,231 13,270,292 84,741 13,355,033

セグメント利益 259,309 523,963 2,363 785,636 66,377 852,014

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 785,636  

「その他」の区分の利益 66,377  

セグメント間取引消去 8,786  

全社費用（注） △292,436  

四半期連結損益計算書の営業利益 568,363  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 148円17銭 110円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 515,558 378,839

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
515,558 378,839

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,479 3,436

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月14日

札幌臨床検査センター株式会社

取締役会　御中

 

清明監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北倉　隆一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀　聡　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている札幌臨床検査

センター株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年

10月１日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、札幌臨床検査センター株式会社及び連結子会社の平成30年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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